
９月８日（水）午前10時

○新型コロナウイルス感染症対策について

（補足質疑者 廣田徳子市議）
（１）現状と課題について

（２）ＰＣＲ検査等の抜本的な拡充について

（３）ワクチン接種の見通し、接種体制について

（４）学校教育について

○デジタル関連法改正について

○道路行政について

○養護老人ホームいこい荘の現状及び周辺のがけ

地整備について

○障がい者総合支援法の本市の現状及び取り組み

について

○生活保護の相談窓口拡充の考

えについて

○福祉・医療行政について

○職員の働き方改革について

市長が市議を名指しでパワハラ
を訴え

市長は８月30日、議長あてに「市議によるパワ

ハラについて」申し入れ、９月２日の代表者会議で、

説明を聞きました。会議には、À３用紙１枚に、項

目・内容が記されたものが出され、その紙１枚で、

「厳格に調査し、１００条委員会を作り処分」を求

めていることがわかりました。

３月、４月と職員にアンケートを取り、5月20

日には、総務部長らの聞き取り面談は終わっている
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○市長の政治姿勢について

・６月定例会以降のシャワー室問題の経緯と考

え方について

・記者会見での議員のパワハラに関すること

・「私設秘書」の逮捕に関する報道が市政に与

える影響について

○随意契約の手続き問題

・庁内の手続きについて

・いちかわ未来創造会議のＰＲ等に関する包括

的支援委託の場合 ・その他

○ワンストップサービスについて

・市民の評価について

・現状と課題

○新型コロナに関する情報収集について

○自宅療養者について

・現状と対応について

○感染者の救急搬送について

・不搬送の事例と対応など

のに、6月議会ではなにもありませんでした。市議

本人に対する聞き取りも、厳重注意もありませんで

した。突然、8月の記者会見の冒頭に、この話を資

料もなく出したようです。

6月議会はなにもなく、９月議会前に突然出して

きたのは、どうしてでしょうか。この間、市議は、

ガラス張りシャワー室の問題では、市長を追及して

きました。それは、議員として、あたり前のことで

す。パワハラの理由が答弁調整のものがほとんどで、

パワハラに値するものではありません。

むしろ、市長のほうが襟を正すべきです。


